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【今月の目次】 
1. 『いまさら聞けない教育情報セキュリティポリシー』 
2.ICT 活用ワンポイント講座「見やすい設定にして操作性アップ！」  
3.コラム「アナログとデジタルについて一緒に考えてみませんか？」 
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 
1. 『いまさら聞けない教育情報セキュリティポリシー』  

 「中身までしっかり確認したことないなぁ」…教育情報セキュリティポリシーと聞いて、そう
感じる方も多いのではないでしょうか。しかし、日々の校務で名簿を扱い、成績を入力し、写真
や学習記録を共有している私たち一人一人が、すでに“情報を守る当事者”となっています。 

文部科学省が示す教育情報セキュリティポリシーは、教育現場で扱う情報を安全に扱うための
共通ルールを体系的に整理したものです。それを、まずは地方公共団体が全体の考え方を「基本
方針」として示し、それを受けて各教育委員会が具体的な守り方を「対策基準」として定めます。
さらに学校ごとに、日々の校務で実際にどのように対策を実施するのかをまとめたものが「実施
手順」です。 

これらは特別な ICT 操作のためではなく、情報漏えいや不正アクセス、システムトラブルから
学校と子どもたちを守るための共通ルールです。実施手順の策定期限は学校種別により異なりま
すが、今年度中の整備が求められています。「いまさら」ではなく「いまだからこそ」確認し、慎
重な情報の取扱いに心がけましょう。 
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 
2. ICT 活用ワンポイント講座 「見やすい設定にして操作性アップ！」 
普段 PC を利用しているときに、「画面が見にくいな、使いにくいな」と感じたことはありません
か？そのようなときは、次の 3 点を試してみましょう。 
画面を 2 分割して使う 
2 つの画面を並べて使うときは、Windows キー＋→キーがおすすめです。画面を最大限に活用し 
て、きれいに 2 分割できます。なお、Windows キー＋←／↓／↑キーでも画面の配置を変更でき 
ます。 
文字サイズや明るさを調整する 
デスクトップ画面の何もない部分を右クリックし、「ディスプレイ設定」を選択して、現在の設 
定を確認しましょう。初期設定では画面が明るすぎる場合が多いため、やや暗めに調整すると 
目への負担を軽減できます。また、文字やアイコンが小さく見づらい場合は、「拡大／縮小」や 



「ディスプレイの解像度」を調整することで、見やすくすることができます。 
マウスポインターを見やすくする 
画面上のマウスポインターを見失いやすい場合は、ポインターの色や大きさを変更するのも効 
果的です。「設定」→「アクセシビリティ」→「マウスポインターとタッチ」から変更できま 
す。色や大きさを変えることで視認性が向上し、気分転換にもなります。 
いかがでしょうか？日々のちょっとした設定を見直すだけで、作業のしやすさが大きく変わり 
ます。ぜひ一度試してみてください。  
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 
3. コラム「アナログとデジタルについて一緒に考えてみませんか？」 
 私たちの生活する現代はデジタル化が進み、さまざまなものがアナログからデジタルへと変化
してきました。例えば、インターネット検索では AI からの提案が表示され、自動販売機の前に立
つと年齢やその土地の気候に応じたおすすめが示されます。また、現金を持ち歩かなくても、ス
マートフォンをかざすだけで買い物ができるようになりました。こうした変化は、良いか悪いか
は別として、私たちの生活の中に数多く生まれています。 
 それは教育界においても同様です。1 人 1 台端末の普及や GIGA スクール構想など、デジタル
化の波が大きく押し寄せてきました。子どもたちに目を向けてみると、現在の児童生徒は、生ま
れたときからデジタル技術に囲まれて育った「デジタルネイティブ世代」と呼ばれています。こ
ども家庭庁「令和 7 年度 ⻘少年のインターネット利用環境実態調査（令和 8 年 3 月版）」による
と、10 歳以上の小学生の約 75％が自分専用のスマートフォンを所持しており、時代が大きく変
化していることが分かります。 
 では、ここで一度立ち止まって考えてみましょう。大げさですが、全てがアナログに変わって
しまったら？そして、アナログの良さとは何でしょうか。その問いに答えを持っていますか。改
めて考えてみませんか。 

『例えば、「本」について』 
 あなたは、タブレット端末を通して多くの本に手軽に触れる読書と、紙の本の重さや手触りを
感じながら 1 冊の本と向き合う読書、どちらが好きですか。この問いに答えはありません。ぜひ
考えてみてください。あなたなりの答えを。そしてよければ、周りとの会話の種に。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
  ICT 教育支援センターでは、各校で取り組んでいることや取り組もうとしていることへの支
援に加えて、ICT 機器やソフトウエア、ネットワーク等に関する相談支援や学校訪問など随時対
応しております。校内研修や研究会において、ICT 教育支援センターを活用していただきたいと
思います。お気軽にご相談ください。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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